
 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 夏期研修講座 
ご参加ありがとうございました 

 

講座① ８月４日（木） 

  授業づくりは学級づくりから！ 

市内の先生から学ぶ学級経営の考え方 

講師 

守山小学校   大﨑 章博 教諭 

守山南中学校 脇 友美 教諭 

★参加人数 32名 

受講者の感想（一部抜粋） 

〇学級づくりは、教師だけでなく子どもと一緒につくって

いくものであり、日々、学級目標を意識し、振り返り、次

に生かしていくことの大切さを改めて感じました。 

〇今の子どもたちの状況（心理的特徴）や色々な子ども

に寄り添うための心得などを教えてくださいました。大

人も子どもも、もっと力を抜いてつながることが大切な

のではないかと気づくことができました。 

講座② ８月５日（金） 

 主体的・対話的で深い学びにつながる 

 算数科の授業づくり 

講師 

滋賀短期大学  

久米 央也 教授 

★参加人数 25名 

〇「子どもの心が動く」その重要性を強く感じました。忙し

い毎日のあまり、ついつい、一日をどう過ごすのかとい

う段取りに目がいきがちになってしまいますが、「子ども

の心が動く」単元計画を事前に準備していきたいと思

いました。 

〇いい授業には、いい教材が必要ですが、その使い方が

本当に大切だと思いました。授業の流れや思考の流れ

を整理して授業準備を心がけていきたいです。 

講座③ ８月９日（火） 

 道徳科における授業づくりの視点 

講師 

滋賀県総合教育センター 

中西 宏美 研修指導主事 

★参加人数 23名 

〇道徳の授業でのメリハリの付け方が分かりました。最初 

にあらすじを伝えてからお話に入ることや、ネームプレ

ートを使って板書することを実践してみたいと思いまし

た。また、中心発問から授業を考えるこということも意

識していきたいと思いました。 

〇道徳の授業は、ルールやマナーを教える授業ではなく

道徳性を養うための授業だということを改めて考えるこ

とができました。 

講座④ ８月 25（木） 

 読み解く力の視点に基づく授業づくり 

講師 

滋賀県総合教育センター 

鎌倉 隆行 研修指導主事 

★参加人数 14名 

〇自分の取組の成果と課題について分析・整理したこと 

で、どの手立てが読み解く力のどの部分につながって 

いるのかを発見することができました。２学期の課題に 

対して手立てを講じ、読み解く力の向上を目指したい 

です。 

〇子どもに必要な力は何なのかをしっかり精査し、見通し 

をもった授業づくりを心がけたいと思いました。 
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講座① ８月２日（火） 

 子どもたちの心の理解と教育相談支援 

～子どもたちの心身の声に耳を傾ける～ 

講師 

滋賀大学 芦谷 道子 教授  

★参加人数 36名 

〇子どもと向き合うなかで、話に耳を傾け、思いを受け止め 

ることの大切さは十分に感じていますが、つい、自分の思

いを伝えてしまうことが多いです。“その人の目を借りて

世界を見ること”が、理解の始まりだと思いました。 

〇子どもの心の問題が思っているより深刻化していること

を知りました。子どもたちが安心・安全に育っていくため

に、どんなことができるか考えていきたいと思いました。 

講座② ８月３日（水） 

 学校連携から見えた子どもの育ち 

講師 

 守山中学校    

奥田 明美 教諭 

★参加人数 14名 

〇連携の大切さを改めて感じました。一人の子どもについ

て考える時、複数の目が大切だと思います。学校でも組

織化して子どもたちを見ていきたいです。通級の先生と

もっと話していきたいです。 

〇通級指導教室につなぐことによって、支援の方法、目標

など、たくさんのことを教えていただけることをもっと周知

していく必要があると思いました。 

講座③ ８月４日（木） 

 自尊感情をどう理解し育むか 

   ～共有体験の大切さ～     

講師 

日本ウェルネススポーツ大学 

 近藤 卓 教授 

★参加人数 47名 （※動画配信有） 

〇ユーモアあふれるお話や素敵な歌声に、心が穏やかにな

りました。自尊感情の４つのタイプのお話からは、今関わ

っている子どもへの支援のヒントをいただきました。 

〇基本的自尊感情と社会的自尊感情があることを知りまし

た。子どもたちの共有体験を大切にした学級作りを心掛

け、土台をしっかりと作っていきたいと思います。 

〇子どもと一緒に遊び、体験し、学ぶことがどれだけ大切か

を学びました。子どもとより多く向き合っていきたいです。 

講座④ ８月 17日（水） 

 生徒指導上の諸課題と  

いじめ対応について 

講師 
 滋賀県教育委員会事務局 幼小中教育課 生徒指導・いじめ 

対策支援室    田中 哲郎 指導主事 

★参加人数 12名 

〇いじめは未然防止が重要であると再認識することができ

ました。もし、いじめが起こってしまった際には、組織的な

対応、子どもの心のケア、保護者への連絡・連携などを

心掛けたいです。 

〇色々なケースをもとに、しっかりと考えを深めることができ

ました。対応に追われるのではなく、今、何を最優先すべ

きかを把握して一つずつ取り組んでいきたいです。 

講座⑤ ８月 18日（木） 

 子どもの理解と家族支援 

   ～アセスメントとプランニング～ 

講師 

 滋賀県 SSW SV  

社会福祉士 上村 文子 SSW  

★参加人数 54名 （※動画配信有） 

〇子どもは「頼りたいこと」「困っていること」を言葉ではな

く、態度で示しているのだと感じました。保護者の方も

日々悩んでおられることがあると思うので、まず話をき

き、一緒に考え、子どもの成長を見守っていきたいです。 

〇子どもの問題行動の背景や保護者とのつながり方を知

りました。子どもを認める優しい声かけやチームで支援し

ていくためのアセスメントとプランニングが大切だと改め

て感じました。 

講座⑥ ８月 26日（金） 

 【ゲートキーパー研修】 

悩みのある方への関わり方を知ろう 

講師 

 すこやか生活課       

 大朝 萌 主任保健師 

★参加人数 ７名 

〇自殺に至る子どもの背景、脳への影響、行動の現れ方な

どがわかりました。話をきくときは、考えを否定したり、安

易にアドバイスをしたりせず、傾聴することを心掛けたい

と思いました。 

〇「ゲートキーパー」という言葉を初めて聞きました。子ども

たちの小さなサイン、置かれている状況、言葉や行動の

背景にも思いをめぐらせながら、日々対応していきたいと

改めて感じました。 

特別支援・教育相談研修講座 

※講座③・講座⑤については、研修当日の動画を守山市

内教職員を対象に期間限定（10月５日～12月 31日）で配

信しています。ぜひご覧ください！！ 



 

 

 

講座① ７月 27日（水） 

 わかる！ できる！ 情報モラル 

講師 

滋賀県総合教育センター  

西塚 洋 研修指導主事 

★参加人数 10名 

〇情報モラルと聞くと、「○○はだめ」とか「○○に注意しよ

う」という、禁止するような発想になってしまいますが、「こ

う使っていこう」という伝え方に変えていく必要があるこ

とがわかりました。 

〇情報モラル教育では、ネットのトラブル事例を提示するだ

けでなく、子どもたちが、ネットの問題を「自分のこと」と

して自覚し、どのように対応すればよいかを考え続けられ

るような指導を行うことが大切だとわかりました。 

講座② ７月 27日（水） 

 小学校プログラミング教育 

講師 

滋賀県総合教育センター 

西塚 洋 研修指導主事 

★参加人数 ８名 

〇プログラミングは、分かりにくくて取り掛かるのが億劫に

なっていましたが、今日の体験で、「できそう」と思えたの

で、チャレンジしてみたいです。 

〇「何をどうしたらその結果にたどりつくのか」や逆に「その

結果にたどりつくためにはどうすればよいのか」を考える

力をつけていくために、とてもいい学習になると思いまし

た。 

 

 

 

 

講座① ８月 23日（火） 

 子どもの育ちに学ぶ 

ゼロ・１・２歳児の発達と保育 

講師 

 滋賀大学          

安井 惠子 講師 

★参加人数 18名 

〇乳児期では、子どもとの愛着関係が大切だと改めて感じ

ました。０歳からの関わりが、幼児期、小学生、中学生へ

とつながっているので、乳児期の時に、達成感や安心感

などの根っこの部分を育てる関わりをしていきたいです。 

〇乳児期の子どもの発達や関わりを学ぶことができ、改め

て自分の保育を見直すきっかけになりました。子どもたち

が安心して過ごせるよう、一人ひとりに丁寧に寄り添って

いきたいと思います。 

 

 

 

 

期間７月２６日（火）～８月２６日（金）  

 守山市オンデマンド教員研修 

 ～teachers cloud～ 

講師 

インタラック ALT トレーナー 

☆受講人数 １５名 

〇たくさんの資料や動画があり、知りたいことを自

分のペースで学ぶことができました。広く学ぶこ

とができる豊富な資料は、魅力的です。また、２

学期からの教材研究がやりやすくなりました。 

〇表現を身につけさせるためには、担任と ALT で会

話をして見せたり、何度も挑戦させたりすること

が大切だと思いました。 

 

 

提出いただいたアンケートをもとにして、今後も教育の今日的課題にこたえられるような研修講

座を計画して参ります。 

 
 

 

  

ICT・プログラミング研修講座 

幼児教育研修講座 

小中学校外国語教育研修講座 



 

     

 

 

 

「聴く」ということはとても難しいことです。今回は子どもの心の声を聴くことについてのお話を紹 

    介したいと思います。自分も相手も大切にするかかわりに必要なことを考え、皆さんの近くにいるお 

子さんたちの心の声に寄り添うヒントにしていただけるとうれしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  今回は、佐川美術館さんにお邪魔しました。 

 学芸員の方から“日本画家・平山郁夫作品”をよりよく楽しむためのエッセンスを

交えながら、作品を解説していただきました。平山先生の作品に込められた「平

和」への願いや、「平山ブルー」と呼ばれるその色合いの意味など、大変興味

深い説明をいただきました。その後は、解説を思い出しながら館内の作品を鑑

賞しました。 

  ＜参加者の感想から＞ 

教育相談より   ～子どもの心の声を聴く～ 

 

感情の後ろにある願い 

「心の声を聴くということは、相手の感情を表情や行動から読み取り、言葉にすることを手伝うこと」 

 

子どもの行動の後ろには、その子の感情があります。感情は、信頼できる人に自分の願いを 

届ける役割をもっています。つまり、子どもの行動の後ろにあるその子の願いを探す必要がある 

のだと考えています。 

受け取り難い行動や感情をもらうことがあります。その子を守るためには、「ダメなものはダ 

メ」「やるべきことはやる」と、行動を容認しないことは大切です。しかし、その前に、その子の感 

情をしっかりと受容することが必要です。この順番を間違えると、「わかってくれない！」となって 

しまうでしょう。 

怒りの感情の後ろには「変われ」という願いが、悲しみの感情の背後には「助けて」、喜びの 

感情には「増やして」、つらい・苦しいという感情には「取り除いて」という願いがあると言われ 

ています。「怒ったり泣いたりしている子どもの後ろにある願いは何かな。」と考えながらかかわ 

ると、今までよりも一緒にいられる時間が長くなり、その子の心の声を聴けるようになってきたよ 

うです。 〔中略〕 

  これからも、子どもの心の声を聴くことができるように、行動や感情の後ろにある願いを受け 

取れるように、想像力を身につけて子どもに寄り添っていきたいと思います。   

 

（20２２年４月号 月刊学校教育相談     「子どもの心の声を聴きたい」 副島 賢和  より一部抜粋） 

郷土守山に学ぶ研修講座Ⅱ    9月 29日(木)開催  

ふるさと再発見 美術の見方 ～平山郁夫の日本画～  

学芸員の方が、丁寧に説明してくださり、作品を見るときもただ「見る」の

ではなく、「観る」ことができました。また、その中で生じた質問にもお答え

いただき、大変良かったです。知らなかった世界に触れることができまし

た。ありがとうございました。 

 


